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　　　　商」産京紛ヒしてば．関イ糸機関●との緊密な連けし、のぞノとに，

　　　　穿宙開発関連産業の育威指導を図り，がづ学宙開発に関
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　　　　の石刑泥左重斎、的國に推：進してきたと⊂ろであるが．今ッ後rシ

　　　　より一田尻試験所の有する枝術ポチンシヤ♪レま充分活甫

　　　　　して研兜開発言推進し．穿宙開発プロヅエグトに積趣的

　　　　に：参カロ・ずる乏ヒと二＝ずる。

　　　　　β高和44年疾においては、｝手宙開発をノ行なうに必要な：
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工．穿宙点薬関連機械：1技術に関する研究　　（機械試験所）

！　研兜の百的

　通権衛星インテルサットに代宏される穿宙室間の

　平和利｝毛「に関一する開発才交術は，近時冒ざましい薬ノ艮

　をヒげクっある。そして入工衛星観則財ロケットな

らびに関連機器辱ぱ、規在の科導該術の中で最毛高

＝精痩．高性能玄発揮することが要求され，それぞれ

悶題解決のため各三野で活発な研兜が行なわれてし、

　る。本研究でも、穿宙血忌計画に添フてホログラフ

ィの学宙測定該術への応吼天体を観測」するための

高精：）夷分光i墳置の開発、ロケット用歯車：の開薬研宛．

穿宙機器此面イ本潤耀利0；研宛をi実：施する、

2．1研究計画の内容

（！）感心開発における光導測定枝術の研兜
　　ド

　（イ）永ログラフィーの応用石汗児

　　　　本研宛は高精震を必要ヒヲる宇苗関逸機藩の

　　形状測定．穿宙通信．天体雨晒における画像情

’＿

S＿

、

G●

◎

報の解ネ斤等にホログラフ・イーの妓術を積’種ζ的’に

施需する基盤き確立しようヒする毛のであるが．

ヱれまでの研究において従斥不可能また1ま困難

ぞあクた粗面の形状変化0感心測定法、流体の

干渉測定法．・維音に埋：れたイ象から4寺定の画イ敦イ言

号左ヒり｝｝くすマツ、をトフィルタりングの手法嗜

癖開’発またば発展させ：，ホログラフィの：応甫分

野左；拡げてきた。　、

　本年・震ばン天4本去面の画像情’報玄得るために

，荷望視さ：れているマイ．ク高波ホログラフィへの

基硬才支術ヒして’、また、芦品：聯灸査：の重要二技術

ヒして期ノ得される超音ラ皮ホロ’ク“ラムにフいて実

験之4了なう。球寺に．普場の走．査によクてホロ・プ

ラム老イセ7戎づ’る方法を検言寸一する．

　また．穿宙通イ吉1（関’ミ重して．写・真イ象に含・まれ

るノ1青報の検鼠，およびノ必要な画イ象イ青報信号左ま

ヒめてコードィヒし，イ云云するための爪ログラム

によるフイ）レダリシグ族選恵める．

　さらに．ルビrレしザ左用’し、て大型物イ本のホ

＿ε一



　ログラムの：撮影の可’能性お．よび巳れIZよる千渉

　測定の可’能ノ陛について曳馬齢テなう。

戸・1潭㍗ト融融光耀の硫
　　本窯殉ま・・ケット燃工衛星に塔載して・

　従示測定困難または絢笑不足で観藻1体可能ヒさ
　　　　　　　　　　彦脚舶「二毛
　耗ていた天体よりの特別な光スペクトル玄大気

　圏タトにおし、てヒらえ、天イ本の温痩．質量などを

　測定するための高分解能ぐ安足な底光骸距の開

　，発玄冒標ヒマるやのである。また，，本分光i髪置

　の聯ヒ繰大畑溌揮させるためεξ，腰で・ロ

　デットの微細連勢制御を伴なうサンフォロアの

　開発を含蜘ので麺・これまでに光孝宿紙フ

　ァブ1埋・千渉心血イ匂その介光導的な性能
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う
　襯諭を方・麟咋サンフ湘ア解デ
　，面面をへて，地上喫鹸残置を訓旧した。本年

　震ぱ光，字接着ファブリペq千渉計にクし、て、ロ

　ゲヅト着脱の評語化に応えてざらに機糎的・光

　彰的性能螺験検討する・圧電効票を応甫した

　走査形フアブりペロ千慮計にクいてしま．・予・千畑

＿6一

こ

k

◎

嚇●

験の賛：料・に基づいて、可視および紫外域での分

光営的性質の研呪き行なう。また，サンフォロ

アに関しては，少山上実験敷置．による高角サンフ

ォロアの応啓特性ヒ精亥の追束を喫；施する。

（2）ロケット歯車の性能の研究　　ブイ’プ妙㍗輝へ解

　　緬宛ぱノ＼工衛屋漏げ甫。ケットの燃料絢劉岬砂

　プ駆動歯車の開発を百的ヒしている、42葬度に

　俄イ眉した高速歯車言式験室幾を使用して．1強力浸炭’鋼

　で航空；山詞歯車の鍛イ乍仕：様に潭じて工権される歯

　躯の基本的な該凧糸件（圧九三．歯底円半径，転

　心係数なビ）ヒ高速負荷性能ヒの閑係にっし、て研

　呪を進、める。また．疲れ試験玄圧．縮疲労’試験薇を

　伏旧して実施し．上：記言二言一条イ牛ヒの関連・を求める

　ヒ同志・にii重転試験の参考資料ヒ・する、

（3）心高機番。潤滑の研究

　　本研究ぱ、宇宙開’発で問題ヒなる温品範囲（一

　！00・σ～＋550℃）の超高真室中で安企篤実に長

　期’間イ貞田司’育ヒな潤シ脅斉ll材料の開’発ま冒的としている．

一クー



」

k

　本年；度は、（こ一ス材と．レて最適＝な材質ま裸究ブ

るためヒ各種金風εつし＼て固体潤滑被膜の摩擦や

の形，式㌧過程およ・び摩耗過程の研∫建玄おヱなう・ぞ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iのイ壱に自己潤滑性複合材料ヒして適してし＼る組獄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旨

の型の研兇三体潤＝麟比しでの二硫イヒモリブヂ　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎
’ン、二石飛イkタング’ステ》，黒鉛などの石升究玄進め

る。

＿8一

◎漁

1
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　i

皿．宇モ旨電子技術’に関する研究 （電気試験所）

！，三二i禿の冒的

　　宇宙1｝珂発に当クてはロケット及び入工衛’星の制御、

　≧血跡～費らびに字宙通楮：、電：子技術の二二役割は極め

　て霞要て・・あヲて二二燧：二才二二の三二iは宇宙：技術の鍵

二品祝のであると言われてし、る。し右％一宇宙技

術の高痴ヒに伴っでますよすその重要越増してく

るのである。当・所におし、ては，ヱれらに最初必要な

　1瞳子；二才膏に関する；二二左ノ二二・よリミ総合的に行なフて

Σたので，その研究結言および鰍を基盤に，卑宙

山子椥1物窟正すなわち寝々の宇宙環晩下におけ

　る電子部呂およケ’システムの開発ヒその信頼性の研

　り乙、1学宙㌧環境芝；榎≒凝するスペース1今回ンバの整備お

よびコれに関する真室按術，超低温：E幹辱の研究，

　宇宙環境：≠1とおける亀手部畠φ放射線損楊の」研究、

宇宙室間’における精盛計測1と高）咳な制獅枝術の所宛，

物性に関する研三等、重要な研究を喫施し，1宇蕾開

発に関する要望に応え．るrレのである．．

一9一



2」、研i縮画の内’」容　　・引・．11・：：＼三t．・・ご．・’∵，

（／）縮幽境鮪煎る研兜 演謗O冠
　　（イ）　毒乙宙i彦i護：境窃弍勝～黄豪置の開易≦

　　　　繍ンエンジン試験用スやス手．fンバの開

　　　捲プラズ髄含総論流れと固体壁面肋

　　．’ネ三曲．イ乍用の着古∫・荷1鰯Z守に：対するクライオホ：

　　　、ンプの着用の研児玄行なう・

　　（ゆ宇宙四境における電子機器の所究

　　　　’イオンエンジン論式イ貯溜ノi号による’動イセ試：験ぎ

　　　』寒行し，また水銀イオンエンジンの・設計’、’動乱

　　＿・試験，唱及び同期制御電源の壱式イ仁，動イ乍試験を・行

　　r　’なろ・。

　　．・い》心高真室妓術の開兆研究　1

　　　　新型：超高真室ポンプの老剣㌣を行’な．う。・また　曳

　　　貿ガスヒ超高東轍置の脱ガス処理ヒの関係を

．卜唱い調べる・・中性気体介子ヒ固イ纏ヒの権イ乍磁

　　　一臨計算機によりシ●ミ法レート鍋・・

一∴一．に）極高真志下ズの物ノ注論証層

　　　　金失単結畠宏面．にお1回る島回～の友応～玄調べる・

一／ρ一

　1

又　　　1

　…

　1

　…1

◎
　　
　1…

　：1

　　回二｝斤イ依ヒ粥（乱ノ電子エネルギースペクト）しヒを

　　比、判ずるヂ∵才一ゼ’電：；子スベ1クト，しカミ翻1でぎる

　　よりにレて固体復面におσる微量不純物原子の

　　イモ3在ぎ二険知ぞしきるよ：うな嫉置玄完；成する。

（2）高山4四二ヒ廊る蕨．1r。細

（イ）バ瀬性に関する研究　’魂

　　4）　照堤室L中の部畠褒｝イヒに関一する石刑禿

　　　　真室中においた皮膜抵抗器が大気中よリ粉

　　　化が少ない点、、ならびに活ノ陛ノヒェネルギーに

　　　激ノトな差力｛あるがぼば回し・し・点からみて．宏

　　　而㌃ティ．ゾ舜響縄え託る・．蜘温

　　　疲が二一になるような糸件でコーティングの

　　　覆いrレのと．有る毛のについての省イヒ実験を小

．物ぺ丁ズ与エンノ駅三脚魚・（サンプ

　　　’レ数、約！00）

　　レ）才幾，祥琴部畠・の勿イヒに関する万汗i晃．

　　　　機構部畠のスペニズ中での評価K直した小

　　　型スペースチェンバの；検討，製作を行う（真：

一．ノ／一
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　皇廣ノ0ラア。勘以下温度サイ‘のレ苛能）。また

　　：できればヱれ玄使用して予備的に・試料ゐ動権上

　　の問題吏1、主見出’す。．

（。）専宙亀子蔀畠の放射線効果の研兜・

．の半恥部畠脚鍋動嘉応・
　　　轍敵予測さ樋「．！・9揃働1臓に

　　おいてγ易：子，重陽≡子，　／プ己粒子辱の照射をイ了な：

、し＼・・ P㌣．3滋噺のエネ，し岩抜磁賭

　　依存性ヒヒ制乏低温における損イ易回復皮不純

　　物嬬．捌易隔離三助関連等1（フし1て研

　　究を．行慧う。　　　　　冒　　．　．　　　　　　　・

　－ω固体素子に対する×線電子線三山

　　　　　　　　　　　　　ぐ　　　層6s戸圧ナのx線照射劾果のエネノレギー磁

　　存性にっし・縄碑加聯で蕨緬なうと共

　　に単純イヒされた同種素子にフし、て演碇を行なう，

　　また鞠・の心慰騨御翠に渕）砿

　　解御1ま興シ勉汐中の放蠣
　　損傷玄検出ブる方法Kフし・て研究する・

＿！ぼ一

●
－
…
…
…
－
：
i
l
i
一
脇
…
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－
…

（C）　赦亦r漸そ夷1∫飛の2去礎

　　低」ニネ，しギ一斗’色電：i子線1てよるガス体の励起、

　鵬離，解離効采辱について研究を行なうヒ・共に，

　測蝋破向上のた伽蜘チ〃毎の特性につ

　いて解析茗i雌める。

（3）　宇、旨1附乱言†；測1および制御に関する石汗究．

　（イ）　学、旨耕・1強・豊子言r測4亥三二の研究

　　　抵雑音増幅器ヒして刹得』。あβ，雑音三三2。

　　！く二二の昂～イ本ヘリウム）令却高利得一パラメトリック

　　3二幅器の研呪ならびに設計、三田を行なし＼、極微

　　弱二二測定系続拠噸・rま敏師二三送

　　波変1劉方式左完．フ戎し．才輩入損測定に1必要な；墓準櫃

　　抗減巌器撤二二作し三二玄施ブ。

　（ロ）卑宙計測制御に関する研究
　　　・・　　　　　　　　　　　，　彪菰（俺

の演難の誹測細への鯛甑A　峰賑絆解
　　演算噌幅器を基本構威野守とした回路理論の

隅隅碓立，特殊演算素子（りゾルバ辱）の開発，

温風振動に対する野守藩の特・1生の馬脚ヒの研

一！く∂一



　　究，および制御系、のイ青i観心イ適薬の：最壷．レベ）レ

　　の翻心玄ノ行なうノ，

　レ）　アナログ言己ノ隠綾置あ開兆研究

　　　露　電体園山肋訓靴2れ朔いた記憶

　　方式を開易≦一する。

い）縮巧ズ ﾄに即討究

　　甑。鵠鵜。切鋤孝門標1「プラ
惣ビーム蹴騨を敬し・．イわ共嚥プ・ニ

　ブ専の特性を検討する。またプラズマ中の電液イ云

　播の心証究を4「ヒなう、

（二）赦射エネルギー1（よる精盛計測の研究

の捗航脚タる雑輝工制ぎマの躯
　　測定渚の研究

　　　インタ’マエーログラムρ靖震袴杢グ再三畔の

，よい歯鏡質概セて両断輝定蓉置（記

　　’録部まで）玄兜碑させる。

レ） Cシミユし二朔鱒糊駕ρ研究
　　　前三年震：に引続き彦乏光」部および’ラ猛フ裳安liヨ…イヒクき

　　ケ，スの蜘乍を行ない、その安定性や面痩の向

＿ノ4＿

ゆ

．ヒ｛寛ばか 　　また県イ本による三盛定めを行なウ。

一／5一



皿，入工衛星軌道解析用スーパー・シュミット・カメラ

　の試イ乍研究　　　　　　　　～，甲θ（ノ

　　　　　　　　　　　　　　　噸　　　　　　　　　　　　　　　　　　v鞍とメ
　　　　　　　　　　　　　　　　　咀阪民業一轍験所）

　／．研宛の目的
　　　　　　　　　　　　9

　　　最近ぱ人＝〔衛屋芝利乱して測地観測勧謡う3と

　　が盛んとなり．地球の形状や，測：地網の統＿．上層

　　大気の密震分布等、地球ヒ関連した新しし、データー

　　が，続々入手するεヒが可能になクたが，これらのコ

　　ヒ1ま人エ衛星の軌道の変イヒを精蟹に；観測するエヒに

　　より可’能となる。・そのたのにぱ、入工衛星玄星を背

　　景とレてその飛跡を撮影し，その観測恥辱llにおける

　　衛屋の天室上の位置を精密に測定するヱとが必要と

　　なる．

　　　入工衛星の天已上の矛多動スピードは：相当に旱く．

　罐実にZ：Zの衛星を追」跡、づ・るに1ま相当の広角の灯メラ

　　が必要で．さらにその撮影時刻左精蜜に漠1定で’きる

　　時刻測定猿置を備えたrレのが要：求される．　　」

　　　わが国に於・ては東京天文台にβぬ＿〈／〃協

　　δcノ鰯乙㎞が心力＼れ’．≧量去いろいろ’の実績を

＿石＿

●）

●○

残8ノてノ陶とバ，緬部にわたる，例えば日本列島の状

猟、ス8斜二本の測地原蕉、の修正む行なうには日本国

丙ざα曲に動くエヒのできる＝移i動ステーショ・ノが1聡

峻である、∫見オi丘，：3の冒的’のために，東京天文台．

吋1ヒ地理幌，游上イ呆安庁フK路部でぱ．日本の」各地に

島山ステーション三三け観測を行なし＼．鳥島の位置

の，懸、E専大さねこ，旧記iをあ1プてし、るが、ヱの衡rステ

ーシコンに設置ずるさらに高性能の；観潔畷械の蘭兆

バ亟還されている、

　・移吻ステ・一ションにイ乗用する光’学：系ヒしては〆鼠

ノkる回り1渥．量であるεヒが必要であるが．：2の要訳

在漸足し，レかや観測：精震室向上させるだめには．

ニ回読k而シヒ学系玄利用したスーパー・シュミット型の

醜遜破；が最：遊ヒ恩わ施る。

　わ・れ，われ，ぱヱの：研％遂行の過程に於てノ旅球面光

晶系の設計，；研摩，検査：の方法を三二し，その実甫

二三1まかるのが百標で∫εれヒ合わ也て糖蟹時刻測

定嶽置の研究左行なう。

一ノクー
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2　研爽1計画の内画」容　　　・　’ゴし　　」

　　ヱの研宛の最終百オ剰ま精密時刻測）ミ薮置ぎ備えた

　　　　　　　●
’スニ♪ぐ一・シェミヅト’カメラの製縮であるガ昭和

　44年廣は以下の計画ヒより；研爽を実施する。．

（！）光導系の設計，；研摩法の研兜

　　　光導系の設計

　（わ　z5無二く／朔％Sc繊 一の設計
　　　デ」タニ｝セよ1），その光追駆あ解析を哲むし、．

　　　不＋介な点の追求乞行なう．

　（口）《イ）のデーターに従がクて新しし、朱球面光蓉系

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r9　　　の該誹を行蚕う、

　（八）非球面光孝系の解析みための、電子計算機の

　　　フ。ログラミングをノ行なう．光嗜…系の’鰯斤1ま〕銀面：

　　　のス寸ぐ・ソト・ダイアグラムをイ乍戒する2’とによ

　　　り去れを行なう、

（2）非球面研摩面棟査法の研究

　　補正板ヒレて使用される非球面レ》ズの面検査

　の方：法学研％する。可千渉・距離の後いレーザ’一光

一ン8－

　1

σ）

○

潮児轍1二，∫ゐロイド塗莞による千渉縞勿角窄祈により；研

バ葬llllの形llべ茗知る方法にフし、ての研爽左行なう。さ

ら1．：，」の予渉縞の解瑳斤のためのモワレ・テクニック

の所剛1二ついて、その可能性を追L求し．最低／ノ4；程

洩の情痩ズ研ノ築粗面の・形状ぎ知るニヒがでぎる様な

♪貧宍の聞照のための石汗究をイ〒な》っ、

＿ノ9＿
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